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目的 tう螢予防可能な電解水の有効塩素濃度を検.Iする事を本研究の目的とした

方法:次亜塩素酸電解水(PorFootPorio PPI 野口歯rl医学研究所 日本)を 10倍希夕(10f円)

100倍 希R(100,W)及 び l∞0倍 希釈 (1000 PW)した これに加えて 弱酸性電解水

(Elool,olyzo`l"aoid●●to,,OL=:J55)及 び 強酸性t解 水(El●●t,o"ιo`,tro,=¨ id

,ato,ESI●H25)は 電解水装置(lK'705 松下電器 日本)を用いて生成した.Ii n i m゙ter

はコントロール群とした.う 触病原面を培賽後 ツン酸緩衝液 C3)中 で再懸濁し その後遠

心操作を行い 上澄みを除去した後の菌塊を各溶液に浸清した その後 tI[′ Dml%oLight・

B,oto,1`l Vi“ility Kit(y.1。ool`,P,ois I,vitro8m`ol● ●tio● t“卜●olo8:●●  アメリ

カ)を用いて染0し  蛍光頸鑢 寮及び CWを 行うた さらに パイオフィルムに対する影警

を調べるために 人エロ僣装置 (Ora1 3iofilm Roaoto,t lBR)内にウシエナメル質を切断して

作製した試料を固定し ま科上部から 二種のう触病原繭6,,"`o● ″ ‐ 般″●■18148

,′″
`の
o●●̈ 荀し,"‐ 6715 ond Stゅ =o●●,¨ 夕″動

''Ar∝
10558懸 濁液 1%ス クロー

ス含有 Hoart inisi¨  PBSを 連続的に 12時間滴下し 人エバイオフィルムを形成した。その

後 試料は各溶液に浸濱し 振動を加え 残存及び剥藤したバイオフィルムを測定した

結果 ,&oLight染 色による蛍光難 鑢観察の結果 PPI(IC10・ Omp"〉 群においては 全て

の関において死滅が認められ 10-R響 群においても生面数は 饉かであった C側 の結果にお

いては 0●o勲 ,ぶ OVA及 びruk。ブ
`‖
3に て構計処理を行った結果 PH鮮 及び (C―Pl■群は

他の群と比較し 有意にコロニー数が少なかった(pく005)バ イオフィルムに関しては 有効

塩素濃度が高くなるに従って ′`イオフィルムの剥離量が大きくなる傾向がみられた

本研究は東京医料歯科大学大学院 21世 紀 C IEプログラム歯と骨の分子薇壺と再棒築のフロ

ンティア及び野日歯科区学研究所の補助を受けて遂行された


